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殺菌剤の感受体耐病性増強効果、

達　山　和　紀（植物病学研究室）
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On　the1ntens1fy1ng　effect　of　severa1fung1c1d－es

　aga1nst　the　dユsease　endurance　of　the　suscept

　　　　　　　　緒　　　　　　　言

　有機水銀剤あるいはブラストナイジンーSのいもち病

防除効果の大ぎいのは，これらの殺菌剤がイネ体内に浸

透しやすく，イネ体内外に存在する菌に対し問接的に作

用するためであ亭と考えられている。さぎに岡本・斎藤
　（8）

らはセレナソ石灰およびボノレドー液によるいもち病防除

効果について検討し，薬剤散布後に展開した新葉におい

てもごれらの殺菌剤が間接的にいもち病防除効果をあら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
わすことを明かにしたが，岡本・山本らは実用的見地か

らみて水銀剤を①直接効果（イネ体表面に付着した水銀

剤の外在菌に対する直接の殺菌，静菌作用に基づくも

の）②間接効果（イネ体に侵透した水銀剤の内外在菌に

対する作用に基づくもの）の二つに大別したを

　イネ体内に浸透した殺菌剤が発病を抑制することは，

浸透注殺菌剤の発達をまつまでもなく，たとえぱ硫酸銅

を根から吸収させたイネがいもち病，ごまはがれ病にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（1）（2）
かされていくことはすでに報告されていたが，岡本らの

言う間接効果が体内に浸透した殺菌剤そのものの作用に

よるものか；あるいは殺菌剤のある種の刺戟作用によ．る

感受体の生理状態の変化が菌の侵入をおさえ，あるいは

盛愛体内で菌の生育に不適当な環境が作られるのである

か不明である．最近，有機水銀剤で処理したイネの生理
　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
的な変化についての研究が多く，奈須田は有機水銀剤の
　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
間接効果が平井などの言う低抗性増強作用につながると
　　　　　　（5）
考え，また中沢は間接効果との関連において有機水銀剤

の刺戟作用についての実験を行なっている。しかし，た

とえぱ，水銀剤で処理したイネ体内の遊離アミノ酸合量
　　　　　　　（9）　　　　（7）　　　　　（12）　　　　（1o）
の増減でも岡本ら，奈須田らの報告と寺中や筆考の報告

とセ実験繕果が一致しない。これは水銀剤処理の方法が

異なっているためであろうが，間接効果が単に遊離アミ

ノ酸の増減など体内成分の分析のみでは解明出来ないこ

とを示しているようである。

　筆者は，殺菌剤の発病阻止効果の実態を追求するため

には，病原困が感受体に接触してから発病にいたるまで

のどの段階で，どのような低抗を受けるかを明かにする

ことが重要であると考えたので，水銀剤，銅剤，ブラス

トナイジンーS，キャプタン，TlMTD，ダイ’クロンな

どを吸収させたイネ幼苗の，いもち病発病率を此韓する

と共に，2，3の実験を行なった。今回は主として昇

禾，ブラストサイジンーSについて報告する．

　本実験を行なうに当り。本研究室山本昌木教授他研究

室員各位に多くの助言をいただき，また，目本農薬株式

会杜と目本曹達株式会杜から供試殺菌剤を分与して頂い

たのでそれぞれ感謝の言葉を申し上げる。

　　　　　　　実験の方法および結果

　ガーゼを張った千トリ皿上にイネ（農林44号）を40本

ずつ播種し，実験期間中28叩の定温室に置いた．殺菌

剤の濃度は10－4M，10・5M（ブラストナイジ’ソーSのみ

は10γ／㎜1，1γ／m1）で①菌接種72～o時問前から実

験期聞中，根から吸収させる②菌接種24時間後から実

験期間中，根から吸収させる　③地上部に噴霧して一定

期間湿室に置き，薗接種直前に水洗する。などの処理を

行なった。いずれの場合もいもち病菌（P－2）の分生

胞子を播種後7目目（草丈約40mm）の幼苗に噴霧接種

し，さらに3目目の第1葉（イネ幼苗は殺菌剤の種類，

濃度，処理期問によって草丈に差を生じるが，菌接種時

の第1葉の長さには差がみとめられない）に生じた病班

の総数をかぞえて発病の程度を比較した．

　10－4M濃度の殺菌剤を菌接種前に根から吸収させた場

合，硫酸銅，キャプタン，T：MTD，ダイクロンでも昇

禾，ブラストナイジンーSと同様，発病阻止効果がみと

められいもち病の発隼を抑制する。10－51Mlでも昇禾，硫

・酸銅，ブラストナイジンーSの発病阻止効果は一大である

が，他の殺菌剤での発病阻止の程度はいちじるしく低下

する．また，菌接種後の殺菌剤処理による病斑数は，無

処理区にくらぺてブラスけイジソーSが最も少なく昇

禾，硫酸銅の順であった．地上部に殺菌剤を噴霧した場

合の発病阻止効果は／0－4Mでもキャプタン，TMTD，
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ダイクロン’などでは昇承ブラストナイジンーSに比較

していちじるしく小さい．

　殺菌剤で処理したイネの葉上水滴中でのいもち病菌分

生胞子の発芽を此較することは，発病阻止効果の内容を
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）・
検討する一つの方法としてすでに試みられており，中沢
　　　　　　　（6）
はMMCで奈須田はPMAでいずれも葉土水滴が発芽阻

止を示すことを報告している。筆者も発芽阻止の有無に

ついて実験したが，ブラストサイジ’ソーS牟よヴ昇禾の

場合の例を示すと第1図，第早図の通りであっ松実験一

は接種試験の場合と全く同じ処理を受げたイネ幼酋に室

蒸留水を噴霧し、28叩の湿室に24時間放註した葉上水

滴をスポイドで集め，28叩で6時間後のスライドグヲ

ス上の発芽および付着器形成を比較した、ブラヌトサイ

ジソーSにおいては処理時間の経過と莱に葉上水滴申の

発芽率がいちじるしく低下するが，昇永においては発芽

率の低下はみとめられず，逆に付着器の形成を促進する

ようである。

考　　　　　察．

・％

㌔

　O
　　　　Co耐　　　　0　　　　　24　　　　7Z

　　　閉鉦菌接種前の殺菌剤処理時間

　　　　＝茗㍗州
　　　　、弍二．㍗1二1刷
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第2図昇泰で処理したイネ幼苗のいもち病発病率と
　　　　葉上水滴中のいもち病菌分生胞予の発芽率

註．10一棚チ72時間処理区の発病率は0％

　殺菌剤で処理したイネめ葉上水滴中の，いもち病菌分

生胞子の発芽率および付着器形成率は，実験回数により
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ）
て若干の振れがある。これは，河村・小野らの示すよう

に水滴の大き・さによって構成成分の量が異なるためであ

ろうと考えられるが，第．1図，第2図に示すようにブラ

ストナイジソーSではいつも葉上水滴が強力な発芽阻止

を示すようであり，昇禾の場合の発芽率は無処理区とほ

とんど変らない．しかし有機水銀剤においては，奈須
　（6）　　　　（5）

閏，中沢らの報告と同じような傾向であり，10一・M1濃度

のPMFで菌接種侶時間前から処理した場合の，イネ棄

上水滴中の発芽率は，無処理区の発芽率933％に対し

43．0％であった。これは有機水銀が昇禾に此較してイネ

体内に浸透しやすいことを示すようである。

　筆者が供試した殺菌剤は，硫酸銅を除いて10－5Mで，

いもち病菌分生胞子の発芽をほとんど阻止するが；0．25

x10一・M以下の濃度で付着器の形成を促進する（殺菌剤

・の種類によって濃度は若干異なる）、昇禾を根から吸収

したイネ葉上水滴申の水銀は。菌の発芽を阻止する濃度

に達していないと考えられ，また菌接種前10－4M0時間

．処理，菌接種前10一・M72時間処理の区では無処理区に比

較して付着器の形成が促進されていたσ従ってブぞスト

才イジソーSのいもち病防除効果は，いもち病菌分生胞

子の発芽の段階でまず強く働ぎ，昇禾の場合は付着藷形

成以後の段階で強く働いていると思われる、筆者め実験

繕果から考えると，殺菌剤の種類によって葉上水滴の発

芽阻止程度が異なっており，また，発病阻止の強さとの

間に必ずしも相関がないもののようである。’もちろん，

イネに接種されたいもち病菌分生胞子が発芽，侵入する

周囲の，イネ体表面の徴紳水滴の性質を・単に・スポイ

ドで集められた葉上水滴中の分生胞子の行動で控論する、

のは危険であろうが，現在までの筆者の実験に勅・て1
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一般に葉上水滴が強い発芽阻止カを有する場合ぱ感受体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
の葉害が大きく，また，さぎに筆者が報告したようにタ

いもち病菌菌系に対する殺菌剤の静菌効果は相当高濃度

　（／0－5M～／0’3M）を要する1二とから考えて，ほ場にお

いての防除効果は低濃度で働いている場面について検討

する方が実際的である。

　筆者は，感受体の体内，年外牢問わず，菌の発育（胞

予の発芽，箪糸の生育など）を阻害する濃度の殺菌剤が

直接，菌体と接触することによる発病率低下は，すべて

直接効果と考えるが，’葉上水滴中での発芽阻止は，殺菌

剤が他の化合物の形態に変って作用しているとしても，

体内に浸透した殺菌剤そのものの作用であるから，むし

ろ殺菌剤の直接効果と言うぺぎであろう．従って，真の

、聞接効果の検討は，殺菌剤の刺戟作用などによっておこ

る感受体生理の変化が，間接に病原菌に対する低抗力を

高めているかどうか，そしてまた，毛れが菌の発育のど

のような段階で阻止力として働いているかなどを追求す

ることであり，筆者は殺菌剤のごのような効果を，耐病

性増強効果と呼びたい、

摘　　　　　　要

1）本報告は，昇禾ほか数種類の殺菌剤の，いわゆる問
　　　（9）
　接効果を検討したものである．

2）殺菌剤をイネ幼苗の根から吸収させた場合，いもち

　病発病阻止の強さと，葉上水滴のいもち病菌分生胞子

　発芽阻止の強ささとの間に，必ずしも梱関関係がな

　い。

‘3）葉上水滴の発芽阻止は，殺菌剤が他の化合物の形態

　に変って作用しているとしても，体内に浸透した殺菌

　剤そのものの作用であるから，殺菌剤の直接効果と考

　えるべぎである．

4）真の間接効果は1，殺菌剤の刺戟作用などによってお

　こる感受体生理の変化が，間接に病原菌に対する抵抗

　力を高め，菌の発育のある段階で菌の生育を阻止して

　いる場合と考え，これを，耐脚注強効果と呼びたい。
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　The　present1nvestlgat1ons　hav’e　been　ca附ied　out　for　the　purpose　of　making　c1ear　the

fun91cida1　actions　of　severa1　fu皿91c1des，　especia1Iy　mercur1c　ch1or1d－e　ana　B1as抗cid1n－S　to

P加北〃αパαoアγ名αθCw．

　When　these　fu㎎ic1des　were　absorbed　mto　the　t1ssue　of　the　r1ce　plants肚ough　the　roots，

the　degree　of　comd1a1ger㎜ioation岨d．ew　drops　formed－on　the　seed11ngs　was　not　a1ways

sa－ne　as　the　number　of　spots　formed．by　the　blast　fungous　on　the　suscepts．

　Accord1ng　to　the　Oka㎜oto’s　proposa1，1nhib1tory　act1on　of　the　fungic1d－es　through　the

suscepts　on　the　con1d．1a1ger皿1nat1on　of　the　fmgous　or　the　growth　of　the　myce11a　be1ong　to

an　md1rect　actlon　of　the　fmg1cides．　On　the　contrary，the　writer　lhas　an　op1n1on　tha竜

1nh1bitory　act1on　of　the　fung1c1d．es1n　d．ew　drops　form．ed－on　the　seed．11ngs　of　rice　p1ants　on

the　con1d1a1germ1nat1on　of　the　fungous　1s　not　due　to　an　inairect　act1on　of　the　fungicides

but　is　aue　to　a　dユrect　action　because1n　aew　drops　on　the　suscepts　the　con1dユa　ha∀e　bee皿

1mad－e　contact　with　the　fung1cid－es　and／or　the虹com．po・u皿d．s

　In　the11gh竜of　the　present　resuhs，砒e　w批er　shou1d　hke　to　i鵬ist　thet　inh1bitory　actio皿
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to the fnngous due to some physiological changes of the 

fungicides must be called "Intensifymg effect of fungrcide 

the suscept" (Intensifying effect). 
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